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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月28日(2008.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一定板厚を有し、アマチュアコア半径方向の断面形状が四角形の各辺の一部を残しながら
角部を内側に押し潰した筒状部を有するモータフレームを備えており、当該モータフレー
ム内側に界磁マグネットを保持するマグネットホルダが装着されたモータであって、　前
記マグネットホルダは、前記モータフレームの内側面に密接していると共にシャフト方向
に一定厚さを有する略ロ字形枠部と、当該略ロ字形枠部の一方側に、前記モータフレーム
の筒状部の面に沿うように平行に立設された４対の柱状部と、対になった柱状部の端部を
連結する連結部とを備え、　前記略ロ字形枠部の角部と、前記対になった柱状部と、前記
連結部とにより、４つの前記界磁マグネットの保持枠が構成されており、　前記界磁マグ
ネットが、前記マグネットホルダの保持枠によって前記モータフレームの角部に位置決め
固定されていることを特徴とするモータ。　　
【請求項２】
前記モータフレームは、角部が円弧状又は直線状で構成されていることを特徴とする請求
項１に記載のモータ。　　
【請求項３】
前記柱状部は、前記略ロ字形枠部に一体に立設されていることを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載のモータ。
【請求項４】
　前記対になった柱状部は、前記磁界マグネットをモータフレームに押しつける、界磁マ
グネットとの接触面を備えていることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項
に記載のモータ。
【請求項５】
　前記界磁マグネットは、柱状部と接する面がモータフレームの各辺と直交するように形
成されており、
　前記対になった柱状部の界磁マグネットとの接触面は、接触面同士の成す角度が９０度
であることを特徴とする請求項４に記載のモータ。
【請求項６】
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　隣り合う前記対になった柱状部の間には、前記モータフレームの前記各辺の内側面と前
記アマチュアコアの歯の前記半径方向の最外側面との間に形成される回転を維持するため
のエアーギャップと、前記アマチュアコアの歯を配置したことを特徴とする請求項１から
請求項５のいずれか一項に記載のモータ。
【請求項７】
　前記モータフレームの筒状部の角部は円弧状であり、　前記界磁マグネットの前記半径
方向の断面形状は、内側を、前記アマチュアコアとギャップを介して対向する円弧に構成
し、外側を、略ロ字形の各辺の一部に対応する部分を残しながら角部を円弧状に構成した
ことを特徴とする請求項２から請求項６のいずれか一項に記載のモータ。
【請求項８】
　前記マグネットホルダの前記対になった柱状部は、該柱状部の前記半径方向の断面形状
の内側が、前記界磁マグネットの前記半径方向の断面形状の内側の円弧形状と同じ径の円
弧形状であり、前記柱状部の前記半径方向の断面形状の外側が、前記界磁マグネットの前
記半径方向の断面形状の外側の形状の延長線として形成されていることを特徴とする請求
項７に記載のモータ。
【請求項９】
　前記エアーギャップは、０．１ｍｍ～０．５ｍｍであることを特徴とする請求項６から
請求項８のいずれか一項に記載のモータ。
【請求項１０】
　前記界磁マグネットと前記マグネットホルダを相互に異なる材料で一体成形したことを
特徴とする請求項１から請求項９のいずれか一項に記載のモータ。
【請求項１１】
　前記マグネットホルダを前記界磁マグネットと同じ材料で一体成形したことを特徴とす
る請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載のモータ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明は上記目的を達成するために以下の解決手段を採用する。
　モータフレーム断面が、一定板厚を有し、断面が四角形の各辺の一部を残しながら角部
を内側に押し潰した形状のモータにおいて、トルクを大きくするために、回転体の磁気構
成部(アマチュアコア)の外径を最大にするには、フレーム内面から回転に必要なエアーギ
ャップのみを設けた状態で、アマチュアコアの外径を設定することが有効となる。
　また、マグネットホルダは、角部を有するモータフレームの該角部に、界磁マグネット
を精確に位置決め固定するために、モータフレームの内側面に密接する略ロ字形枠部に、
連結部で連結した一対の柱状部を連設し、前記略ロ字形枠部と前記対になった柱状部と前
記連結部により界磁マグネットの保持枠を構成する。具体的には、以下のようになる。

（１）モータは、一定板厚を有し、アマチュアコア半径方向の断面形状が四角形の各辺の
一部を残しながら角部を内側に押し潰した筒状部を有するモータフレームを備えており、
当該モータフレーム内側に界磁マグネットを保持するマグネットホルダが装着されたモー
タであって、前記マグネットホルダは、前記モータフレームの内側面に密接していると共
にシャフト方向に一定厚さを有する略ロ字形枠部と、当該略ロ字形枠部の一方側に、前記
モータフレームの筒状部の面に沿うように平行に立設された４対の柱状部と、対になった
柱状部の端部を連結する連結部とを備え、前記略ロ字形枠部の角部と、前記対になった柱
状部と、前記連結部とにより、４つの前記界磁マグネットの保持枠が構成されており、前
記界磁マグネットが、前記マグネットホルダの保持枠によって前記モータフレームの角部
に位置決め固定されていることを特徴とする。（２）上記（１）に記載のモータは、前記
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モータフレームは、角部が円弧状又は直線状で構成されていることを特徴とする。（３）
上記（１）又は（２）に記載のモータは、前記柱状部は、前記略ロ字形枠部に一体に立設
されていることを特徴とする。
（４） 上記（１）から（３）のいずれか一項に記載のモータは、前記対になった柱状部
は、前記磁界マグネットをモータフレームに押しつける、界磁マグネットとの接触面を備
えていることを特徴とする。
（５） 上記（４）に記載のモータは、前記界磁マグネットは、柱状部と接する面がモー
タフレームの各辺と直交するように形成されており、前記対になった柱状部の界磁マグネ
ットとの接触面は、接触面同士の成す角度が９０度であることを特徴とする。
（６） 上記（１）から（５）のいずれか一項に記載のモータは、隣り合う前記対になっ
た柱状部の間には、前記モータフレームの前記各辺の内側面と前記アマチュアコアの歯の
前記半径方向の最外側面との間に形成される回転を維持するためのエアーギャップと、前
記アマチュアコアの歯を配置したことを特徴とする。
（７） 上記（２）から（６）のいずれか一項に記載のモータは、前記モータフレームの
筒状部の角部は円弧状であり、　前記界磁マグネットの前記半径方向の断面形状は、内側
を、前記アマチュアコアとギャップを介して対向する円弧に構成し、外側を、略ロ字形の
各辺の一部に対応する部分を残しながら角部を円弧状に構成したことを特徴とする。
（８） 上記（７）記載のモータは、前記マグネットホルダの前記対になった柱状部は、
該柱状部の前記半径方向の断面形状の内側が、前記界磁マグネットの前記半径方向の断面
形状の内側の円弧形状と同じ径の円弧形状であり、前記柱状部の前記半径方向の断面形状
の外側が、前記界磁マグネットの前記半径方向の断面形状の外側の形状の延長線として形
成されていることを特徴とする。
（９） 上記（６）から（８）のいずれか一項に記載のモータは、前記エアーギャップは
、０．１ｍｍ～０．５ｍｍであることを特徴とする。
（１０） 上記（１）から（９）のいずれか一項に記載のモータは、前記界磁マグネット
と前記マグネットホルダを相互に異なる材料で一体成形したことを特徴とする。
（１１） 上記（１）から（１０）のいずれか一項に記載のモータは、前記マグネットホ
ルダを前記界磁マグネットと同じ材料で一体成形したことを特徴とする。
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